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下図がこれから作成するフローの全容となります。こちらのマニュアルでは、各ステップの設定方法を説明していき

ます。

1 Incoming HTTP Request（Webhookの作成）

Claris Connectにて左上の[ + ]ボタンを押し、[Create New] を選択します。



左上の [Webhooks] を押します。

画面真ん中の青いボタン [Create a webhook]ボタンを押します。

名前は任意で設定し、[Create]ボタンを押します。



Webhookの右端の下矢印アイコンを押して、プルダウンの中身を表示させます。

[Use authentication] と [Return sync response] をオンにしてください。



下図の赤線の3つ、「Webhookの URL」「Project API Key」「AppID」 をコピーし、FileMakerの [URLから挿入] ス

テップに付与する値として設定します。

左上の [Flows] を押します。



画面真ん中の [Create New Flow] を押します。

一覧から[HTTP]を選択します。

右下の [Continue] を押します。



プルダウンから先ほど作成した Webhook を選択します。この例では、[iTrust002] を選択します。ここではまだ

[Save Trigger]がグレーアウトしています。

[SaveTrigger]ボタンを押せるようにするためには、Webhookの URLにリクエストを送る必要があります。Claris

FileMakerのスクリプトにて、 Base64エンコードした PDFデータをリクエストボディに入れて [URLから挿入] ステッ

プを実行してください。

先程の 「Webhookの URL」「Project API Key」「AppID」を Claris FileMaker スクリプトに 設定した状態で、リクエス

トボディに Base64エンコードした PDFデータをセットします。[Base64EncodeRFC]関数を使用して改行なしのエン

コードテキストを生成する必要があります。

Claris FileMakerから [URLから挿入] で Webhookに対してリクエストを送ると、[SaveTrigger]が押せるようになり

ます。[SaveTrigger] を押します。



2 タイムスタンプの付与

先程作成した「Incoming HTTP Request」の右端の [+]ボタンを押し、[Action] を押します。

一覧から一番下にある [iTrust] を選択します。

[タイムスタンプの付与]にチェックを入れていることを確認し、右下の[Continue]を押します。



[Sign in to iTrust] を押します。

[Upload]ボタンから契約時に弊社からお渡ししている証明書をアップロードし、PIN番号を入力してください。その2つ

を設定できたら、右下の [Sign In]が押せる状態になります。



証明書のアップロードが成功したら、下図の赤線の箇所に ”Success” と表示されます。右下の [Continue] を押しま

す。

PDFファイル欄の右端にある [+]アイコンを押します。

下矢印を押してプルダウンを開いてください。

下図の "base64" をクリックします。



PDFファイルの欄に “base64”が下図のように設定されていることを確認します。

「タイムスタンプの用途」の右のプルダウンボタンを押し、[タイムスタンプを単一で使用] を選択します。

「電子署名およびタイムスタンプ情報の取得」は、取得したい場合は、[取得する] を選択してください。



「スキャン文章に関連する情報の取得」を [取得する]にした場合、スキャナーを通したPDF であれば、その画像の

解像度や、色がグレースケールかフルカラーかなどの情報をタイムスタンプの付与とともに取得できます。

最後に右下の [Save] を押して設定を保存します。

上記で [Save] を押すとこのステップ自体の保存はできますが、実際にこのステップが成功するか確認する必要が

あります。先程作成した [タイムスタンプの付与] をクリックします。



[Review and Test] を押します。

[Review and Test]ボタンを押して画面を切り替えると、送ろうとしている実際のエンコードされた PDFデータなどが

確認できます。



画面を一番下までスクロールし、右下の [Test Action] を押します。

[Test Action] を実行すると、数秒経過した後に、iTrust APIが実際に返してくれるデータの中身を見ることができま

す。

“file” というキーの中に PDFデータがエンコードされた状態で返ってきているのが確認できます。この [Test Action]

を行わないと、次のステップで Saveができないため、必ず行う必要があります。



5 Reply with JSON data

「タイムスタンプの付与」の右端の [+]ボタンを押し、[Action] を選択します。

一覧から[HTTP] を選択します。

[Reply with JSON data]にチェックを入れ、[Continue]ボタンを押します。



レスポンスデータは JSON形式 で返したいので、{}(波括弧)でくくります。今回は、Clars FileMaker でレスポンスを

受け取る時に、キーの名前を “base64”にしているので、こちらの設定でも ”base64” と入力しています。

この "base64" というキーに対して PDFデータを入れたいので、下図のようにダブルクォーテーションの間にカーソ

ルが入った状態で、右横の [+]ボタンを押します。

「2. iTrust タイムスタンプの付与」のプルダウンを開きます。



「2. iTrust タイムスタンプの付与」のプルダウンを開くと、iTrust APIから受け取った値が表示されます。"file" をクリッ

クします。この ”file”が PDFデータになります。

下図のように、"base64"キーの値としてJSON形式で設定します。入力された値は、ダブルコーテーションで囲まれ

た中に入っていることをよく確認してください。



PDFデータ以外にも返せるデータを選択することができます。例えば、"Signature-id" という値や、スキャン情報を返

してくれる ”scan-doc-property” など、取得したい値を設定することができます。

全ての キー と バリュー の両方に ”ダブルコーテーション” を付けるのを忘れないようにしてください。

成功した時のステータスコードを選択します。ここでは [200 - OK] を選択します。[Save] を押すとこのステップは保

存されます。

3 On Error ( 4 Reply with JSON data)

このステップでは、iTrust APIからのレスポンスがエラーだった場合のステップを作成します。

「タイムスタンプの付与」ステップ横の[+]ボタンを押し、 [On Error] を選択します。



「On Error」ステップが新たに作成されるので、「On Error」ステップの右端の [+]ボタンを押し、[Action] を押します。

一覧から [HTTP]を選択します。

[Reply with JSON data]にチェックを入れた状態で、[Continue] を押します。



ここではエラー時に返す JSONデータを作成します。例えば、"base64"は空、"error"は “true” を設定しておきま

す。

ステータスコードはレスポンスエラー400番台なので、ここでは「400 - Bad Request」にしておきます。[Save] を押し

て設定を保存します。

[URLから挿入]の cURLオプションに、-S を付けておくことをおすすめします。 そうすることで、iTrust APIの結果が

エラーの場合、そのステータスコードを返すことができます（先程の「On Error」で設定したレスポンスの "error"が

Trueか Falseかは関係ありません）。最終エラーが "0" ではない値を取得できるようになるため、エラーハンドリン

グに役立ちます。



エラー処理の設定

Claris Connectの設定で、APIからのレスポンスがエラーだった場合に、最大5回まで再試行する設定と、エラー

メール通知を送信する設定ができます。こちらの設定を行うことを推奨いたします。

[Setting] を押します。

[Auto-replay step] と [Auto-replay step] のタブをオンにします。

※ 右上の [Disabled]がオンになっていると [Auto-replay step] をオンオフできなくなります。



フローを有効化

全ての設定を完了後、右上のボタン [Disabled] をオンにし、フローを有効化します。

有効化した後に表示されるダイアログは [start] を押します。

[Enabled]に変更されていることを確認します。



APIの実行履歴を確認

右上タブの「History」ではこのフローを実行した履歴を確認できます。Claris FileMakerからのリクエストが成功した

場合は、Statusが "Success"になっている履歴が記録されます。

履歴からリクエストやレスポンスの中身を確認することができます。



設定手順の説明は以上となります。


